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過疎地における地域福祉活動について 

 

愛媛県社会福祉士会 監事 島崎義弘 

 

 愛媛県社会福祉会の島崎と申します。よろ

しくお願いいたします。私は合併前の地名で

言えば、今治市の関前村という島の出身です。

関前諸島の岡村島という所で小学校、中学校

時代を過ごしました。現在，獣医科大学で有

名になっている今治市の高校に通い、大学は

仙台の東北福祉大学で福祉を学びました。大

学卒業後に今治に帰って来て、障害児の施設。

それから、関前の島の役場に 20年間勤務をし

ておりました。その時に、福祉の当事者でも

ありましたので、今日、この学術講演会に来ておられます香川大学の大西先生には保健指

導などでいろいろと世話になりました。それから、私事ですけれども、私の娘が香川大学

の教育学部にお世話になったものですから、「香川大学はすごく思い出深い大学だ」と思っ

ています。 

 今日のレジュメですが、私は離島というよりも過疎地のことが重点になると思っていま

したので、中山間地域の内容をかなり入れていました。ところが、今日、大西先生とお話

をしていたら、むしろ離島の医療や福祉の方がクローズアップされているということが分

かりました。そこで、もう一つ持ってきたパワーポイントを用いて、どちらかと言えば島

の方を中心にお話をさせていただこうと思っ

ております。 

 今、私達、福祉の世界では地域福祉が大事

と言われています。阪神大震災以後、地域の

中の助け合いということが認識されるように

なりました。また、今、関前の岡村島などに

移住者が少しずつ増えてきております。愛媛

県の今治市に地域おこし協力隊の人達がたく

さん来ていただいており、その方々が島に移

住をして島おこしをして下さっています。 

 私達の分野では、社会福祉法という「法律のもとでしっかりと地域福祉を推進して行こ

う」というフォーマルなサービスと「地域における新たな支え合い」というインフォーマ

ルなサービスなどがあります。そういった中で、「行政と住民団体、ボランティア、NPO

の人達とこれからの島をいかに作っていくか」ということが課題となっております。 
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このため、私達は下図の自助の部分と公助の部分の真ん中の地域の助け合いというとこ

ろで、今、実践事例として大学、地区社協、地域住民などと地域福祉の推進に取り組んで

おりますので、報告させていただけたらと思います。 

 

今、今治市の人口は 16 万 5 千人ほどです。

愛媛県には合併前に 70 市町村ありましたが、

合併後に 20の市町になりました。全国的に合

併が推進されたのが愛媛県、広島県、長崎県

です。同じ共通キーワードは島が多いという

ことでもあります。合併前は今治市が真ん中

にあって、11 の町と村がありました。私が生

まれ育ったのは、この関前という所です。関

前の岡村島、大下島、小大下島が今治市と合

併して一つの島としてみなすようになりまし

た。ただこの合併のスタイルが対等合併だったので、それぞれの支所機能や社会福祉協議

会などが関前に残りました。そして今、私は社会福祉協議会の職員になっており、「しまな

み海道」を軸としながら島の支援をしっかりやっていこうということです。 
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今治市の代表的な産業に造船とタオルがあります。注目する点として外国人がいること

です。今治造船などいろいろな造船会社や海運会社があり、その担い手として外国人が働

いています。タオルの製造業などにも外国人の方が働いています。現在、伯方島の人口は 6

千 5 百人なのですが、外国人が 3 百人もいます。このように外国人がキーワードになって

います。 

私が生まれ育った岡村島には「しまなみ海道」から渡って行けません。船で今治港から

行くしかありません。広島からは「とびしま海道」という島伝いに架かった橋があり、こ

の海道を通って行くこともできます。 

少し見え難いですけれども、これ

が今治市のデータです。去年の 3月

で人口が 16 万 2 千人、世帯数が 7

万６千という状況になっておりま

す。高齢化率が 33.6%です。 

すごいのは、私が住んでいる所は

人口が 450人ぐらいで、高齢化率が

70%ほどの島々です。今治から大島、

伯方島、大三島とだんだん遠くに行

くほど高齢化率が高くなっている

というような所です。大三島の隣が

生口島です。今治から尾道までは

「しまなみ海道」が通っており、車

で 50 分ぐらいです。そして、関前

や大三島の島々に住んだ移住者はカフェを開いたり、イノシシを使ったジビエ料理などを

作ったりと、新しい産業を興しています。 

 合併して 1 年間、私は今治市職員でしたけれども、今は社会福祉協議会地域福祉課職員

として勤務しております。この社会福祉協議会は合併して職員が 456 名になり、四国で 2

番目に大きい社会福祉協議会だと言われております。1番大きいのは高松市の社会福祉協議

会です。今治市社会福祉協議会は職員が多く、「誰もが安心して暮らすことができる福祉の

まちづくりを推進する」という使命を持っています。 
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それぞれの支部を残しながらの対等合併で

したので、例えば、お風呂のセットを積んで

ホームから島々まで行くというように、同じ

市民として、島民にも在宅サービスをしっか

り提供しよういうのが、私達、社会福祉協議

会のコンセプトです。 

ちなみに、お隣の呉市ですが、大崎下島、

豊島、上蒲刈島などは対等合併ではなくて、

吸収合併でしたので、社会福祉協議会の支部

機能がほとんどないというような状況です。

このため、社会福祉協議会のサービスを合併時に全部他法人にお願いしたという経緯があ

ります。 

一方、今治市社会福祉協議会がなぜこれだけ大きくて、多くの職員数を抱えているのか

というと、対等的にしっかり福祉サービスを島でもやっていきたいというのが私達の願い

であり、大島にも伯方島にも大三島にもそれぞれ拠点があって、デイサービス事業とか、

訪問事業、ホームサービス事業などをやっているということでご理解をいただいたらと思

います 

 それでは、私が 24歳の時に村役場の職員に

なった関前という所をクローズアップして見

てみたいと思います。ここには岡村島、小大

下島、大下島があって、去年の 4 月現在で人

口 433人です。高齢化率が岡村島 66%、小大

下島 85%、大下島 91%で平均すると 72.1%で

す。 

 関前には社会福祉協議会の拠点として関前

支部があります。ここではデイサービスセン

ターとしてヘルパーさんが高齢者の生活支援

を行っています。この隣に認知症の方の「グループホームせきぜん」があります。このグ

ループホームは平成 17 年 1 月の合併の 1 年前に関前村役場が呉の法人を誘致したもので、

土地を無償貸与してグループホームに来てもらったものです。 

 関前には岡村小学校があり児童 2 人が通っています。今、関前中学校は休校中です。保

育園も休園中です。岡村診療所がありドクターが 1 人と看護師が 2 人います。小大下島と

大下島には出張診療所があります。ここには岡村島から週 1 回ドクターが船に乗って通っ

ています。そして、民生委員が 4 人、主任児童委員が 1 人。それから、自治会が 18 人。3

つの老人クラブと婦人会があります。 

私は 24歳の時に島の役場に就職しましたが、その時に、まず言われたのが「船の免許を
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取ってほしい」ということでした。それはなぜかと言うと、急患が出た時に岡村島のお医

者さんを小大下島や大下島に運んだり、保健師さんの保健活動で運んだりする時に船の免

許がないといけないということで、船の免許を取りました。 

私が役場に入った当時、関前には 1,600人ほどいたのですけれども、25年から 30年経つ

と、433人ほどに減ってしまいました。当時は産業として役場の職員が一番多いという状況

でした。あとは農業職員、漁業職員でした。合併したら島の人達も異動してしまったとい

うところに、合併による行政の体制も変わりました。 

 小大下島は石灰石が取れ、浅野セメント、日本セメントがあったので、昭和 40年代、50

年代には、この 3つ島に 3千人ぐらいいました。その小大下島は今 26人ほどになっていま

す。ほとんどが 70代、80代の方ですけれども、消防団活動を一生懸命やっています。「集

まれと」言えば、皆が「号令 1,2,3」と、倒れそうなのですけれども 70 代、80 代の人が主

役でやっています。ですから火事は 1 件もありません。それだけ皆が緊張感を持って生活

をしているというのが、この小大下島です。 

合併してから関前のドクターで対応できないような SOSの時には伯方島から救急艇が来

ます。伯方島から救急艇が来るのに約 30分かかります。それから今治港まで運ぶのに約 30

分かかります。また、ヘリポートがあってドクターヘリが来ることもできます。一方、隣

の呉市から救急車に来てもらうことも考えられます。ところが、県境を越えることが難し

いのです。そこで協定を結んでおき、緊急の場合に対応できるようにしようとしています。 

旧関前村の時の村長の大きな役割は、まずお医者さんに来ていただくことでした。それ

から、水道、それと船です。合併した後も市営のフェリーが残っており、今治港まで通っ

ております。水は今まで淡水化装置でしたが、昨年から水道が橋を伝って広島から来てい

ます。これは画期的なことで、県域を越えて水道が来るということは、とても大事なこと

だと思っています。今、島はこのような状況です。 

 私は関前村役場の職員だった

ころから、行政とは違う住民主体

の地域福祉活動が大事ではない

かと思っていました。役場の職員

になったのが、昭和63年ですが、

平成 2年の 4月に社会福祉法人と

して社会福祉協議会を立ち上げ

させていただきました。 

そのあと、在宅福祉サービスの

拠点がなかったので、愛媛県庁に

行って「老人ホームが欲しい」と

掛け合ったのですけれども、「人

口規模の点で無理」ということで
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した。そこで、デイサービスセンターにケアハウスのような施設が付いた高齢者生活福祉

センターを愛媛県で初めて設置しました。実は厚生労働省が日本で 400 ヶ所の高齢者生活

福祉センターを設けたいということで、さっきの「とびしま海道」の大崎下島と豊島にも

同じような施設が平成 3年、平成 4年にできました。 

 それから、関前村は高齢化率が 42%と全国で第 3 位だったのです。私達は地域住民主体

の考え方をもっとしっかりとやっていこうということで平成 7 年に地域通貨事業を始めま

した。地域通貨はアメリカのマイアミで行っていて、「お金を使わないで、お互いに助け合

いましょう」と言うものです。例えば、岡村島にはタクシー会社がありません。おばあさ

んが港まで行くのに車がないという場合に、若い人がおばあさんを車で運んであげると、

必ず次の日に 5 千円とか、1 万円とかのお金を持って来るのです。そこで、「だんだん」と

いう地域通貨を用いることで、お互い様という形でやりましようというものです。逆に若

い人は何をしてもらうかというと、おばあさんが得意な早や起きのモーニングコールです。

役場の職員が出張に行く時は、おばあちゃんにモーニングコールのサービスをしてもらう

というようなものです。私もしてもらいました。本当の話なのですけれども、おばあさん

は眠れなくて、朝の 4 時から電話を掛けてくるのです。「起きている?」と言って。そうい

う逸話があります。 

 平成 10年に「ひまわりサービス」を開始しました。郵便局による一人暮らしの高齢者の

見守りサービスです。当時、国のほうでは郵政事業を民営化しようとしていました。この

動きに対して、郵政民営化をしないようにということで郵便局が住民の理解を得るため、

民営化の前に福祉サービスを展開した時期があり、その一環です。 

 また、平成 11年からケアタウン事業ということで、郵政省がサービスとして離島・過疎

地に無償で車椅子や杖などの介護機器を提供しました。 

 平成 12 年、西暦 2000 年に日本の福祉を大きく充実する介護保険制度ができました。こ

れにより、私達の島でも訪問介護サービスとデイサービスを行政が主体になり、社会福祉

協議会が受託して行うようになりました。 

 平成 13年から自分史事業というものを開始しました。これは子供達が高齢者の家に行っ

て、お話を聞き 1冊の本にして高齢者にお返しするというものです。 

平成 13年 7月から大学フィールドワーク体験学習が始まりました。関前村社会福祉協議

会が全国の大学生、特に福祉系の大学の方に来ていただき、フィールドワークの中で住民

座談会をしたり、交流事業をしたりしています。今は社会福祉の実習生が 1 か月間家を借

りて、そこで共に生活をしながら行っています。川崎医療福祉大学や広島国際大学、かつ

ては神戸学院大学の学生達も来ています。放送大学の先生などにも来ていただき、島に若

い人に来てもらっての交流人口を増やしていこうというような活動も活発に行っています。 

 合併が平成 17年でしたけれども、2、30人しかいない小大下島にも 2か月に 1回、ずっ

と広島国際大学の学生が来てくれています。そして、自分達でプレゼンテーションを行い、

助成金を得て「しましまサロン」というサロン活動を行ってくれています。これらの活動
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は大学の先生も一緒に行っていただいております。また、地域おこし協力隊の成田さんと

いう東京出身の 40代の方が、ご夫婦で「まるせきカフェ」という喫茶店を岡村島で始めま

した。ここも新しく高齢者の方のたまり場になっております。 

これはミニ運動会です。島の人達が千 5 百円ずつ出して、全員集合で運動会を行ってい

ます。住民主体の活動ですけれども、すごい

ですよ。皆が 1 列ずつになってボールを渡し

て行くボール運びゲームなどメニューが 5 つ

ぐらいあって、島の人達はドミノ倒しのよう

に倒れて死ぬのではないかと思うぐらい張り

切ってやるのです。そのぐらい学生が来ると

元気になります。これは広島国際大学の 3 人

の女子の実習生です。将来、この人達は社会

福祉士になっていきます。ソーシャルワーカ

ーになっていきます。ということは広島や大

阪の老人ホームの職員になったり、市役所の職員になったりします。 

 学生たちはこの島で高齢者の暮らしをしっかりと体験をするということです。食事も十

分に作ったことがない学生が家を借りて生活をする。要するに、ソーシャルワークの前提

となる島の生きざま、高齢者の生きざまをここで学ぶということです。それを島の人達が

学生に教えています。 

この写真は成田さんが島おこし協力隊として、まず市役所の職員として 3年間経験して、

そのあと古民家を借りて、このような「まるせきカフェ」というカフェをやってくれてい

ます。ここは２カ月に 1 回ほど社協型のサロンとして、地域の人々の寄り場になっていま

す。そこに介護予防の視点で学生に来てもらっています。皆さんとても元気です。だいた

い来るのは女性ですが、イベントには男性も結構参加をしています。 

 「関前塾」や地域通貨の「だんだん」などの活動をしながら、島外の方を柔軟に受け入

れる土壌作りが大事なのです。要は地域住民だけで行うには限界があるので、いかに外の

方々の支援、外なる力を受け入れるかが大事です。このためにも、外の人に「来てくださ

いね」という柔軟な受け入れの土壌作りをしていかなければなりません。そうでなければ、

東京や大阪から来られた方々との友好が難しいということです。そこで、福祉学習をしな

がら、そして地域通貨などで助け合ながら内部の力を高めるとともに、外なる力をいただ

いて内なる力と外なる力を融合させることによる新しいコミュニティの創造が今後の島作

りのポイントになるのではないかと思っています。 
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今、全国の若い人達が瀬戸内海の離島にすごく興味を持っております。でも、島の人達

が「島に来ていただき、ありがとうございま

す」と思わない限り、なかなか新しいコミュ

ニティができません。そこで私達ソーシャル

ワーカーが地域の社会福祉活動として、しっ

かりとマネージメントしていかなければなら

ないと思っております。 

 このあたりをもう一つのパワーポイントを

用いて、少し詳しく紐解いていきたいと 

思います。  

 これは少し古い資料ですが、関前の人口は

平成 24年に 540人でした。人口動態を見ると、平成 13年に 902人いたのが平成 23年 

に 586人。そして、現在 450人です。高齢化率も右肩上がりに上がっています。 

 

図は平成 23年の社会資源です。450人しか

いないコミュニティですが、対等合併でした

ので、保健師も 1 人きちんと配置してくれて

おります。社会福祉士が社会福祉協議会のソ

ーシャルワーカーとケアワーカーの 2 人。介

護福祉士が 3 人。施設は高齢者福祉センター

とデイサービスの併設、およびグループホー

ムということです。診療所は岡村島、小大下

島、大下島の 3 か所です。興味深いことに関

前には火葬場が 3つありあります。岡村島、小大下島、大下島にそれぞれ火葬場があって、

最後は生まれ育った所で、皆で送るということです。ここに「1つのこだわりがあったのか

なあ」と思っています。 
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右の立派な写真は一階が小学校です。そし

て、二階が中学校。15年ほど前には、まだ児

童が 70人ぐらいいたのですけれども、今では

2人になってしまいました。このような島の資

源を「何かに活用できないか」と思っていま

す。今、島々にはこのような施設が結構あり

ます。「これをどう活用していくか」、大学の

皆様とも考えながら進めています。「福祉コミ

ュニティの拠点や観光資源に使えないか」な

ど、いろいろ考えているところです。 

左が高齢者生活福祉センターの生活支援ハウスの概要です。右がジュニアシンポジウム

事業の説明です。合併前から「1つの市民になる」ということを意識して、今治の市街地の

ど真ん中の学校・日吉小学校と島の学校・岡村小学校との交流を進めてきました。 

 

 このジュニアシンポジウムは平成 17 年の

合併前から行われていました。新聞記事は平

成 15 年のものです。「子供達が自分たちの地

域を紹介し、子供達に新しい今治市に向けて

の町づくりの案を話し合って作成してもらう」

といった活動です。このような福祉教育を行

っておかないと、いきなり行政合併した後で

市民が交流するのは難しいということで行い

ました。 

島々の老人クラブ加入率は 80%とか 90%で

す。それだけ島の人達の繋がりが大きいのです。特に、大三島の上浦という所は、65 歳に

なったらご近所のリーダーがすぐに老人クラブへの入会手続きを持って行くというシステ

ムができています。老人どうしの繋がりや住民と仲良くすることがすごく大事です。毎年、
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市役所から老人クラブにいただけるお金が削られているのですが、大三島の老人クラブで

は、自分達がお金を出して講師を呼び、「どのようにしたら転倒しないか」、「どのようにし

たら認知症にならないか」など、勉強会を行っているのです。それだけ主体性が強く、コ

ミュニティがしっかりしています。一方、陸地部の人達のコミュニティですが、島のよう

に繋がりが強くなく、合併後の大きな課題として私達も苦労をしているところです。 

 それと、医療の問題です。今治市の島々に

は小児科医師がいません。伯方島の人口は、

6,500人程おりますが、結構子供が多く保育園

なども満杯です。小児科の病院に行くのに橋

を使わなくてはなりません。しかし、「しまな

み海道」は通行料が高いのです。ですから、「島

で子育てをするとなると、陸側に比べ一生涯

で 1 千万円ほど違うのではないか」と言われ

ています。この伯方島で子育てをしたいとい

う若い人達がいるのですが、社会資源、特に

病院などが充実していないという問題もあります。このため、「子育てにも影響が出てきて

いるのが事実だろう」と思っております。 

 もう一度、関前の島に話を戻しますけれど

も、さっき言っていた自分史というのはこれ

です。高齢者の所に子供達が行き、お話を聞

いて 1 冊の本にして渡すという事業です。実

はこの自分史を持って来れば良かったのです

が、A さんという方がいて、その自分史を見

てびっくりしたのですけれども、私が生まれ

育った岡島村に銀行があったり、アイスクリ

ーム屋さんがあったりしていたのです。私も

知らないことを高齢者が語ってくれるのです。それらをしつかりと子供達が受け継いでい

くということ、このことがすごく大事だと思います。 

この人は漁師です。毛糸で大きな鯛を釣る方法を教えているのです。漁師はこのような

ことをあまり教えないのですが、子供達にはしっかりと教えています。また、「広島に原爆

が投下された時、そのキノコ雲を見たよ」とかですね。命の大切さというものもそこで教

えているのです。 

これはうちの息子です。今、24 歳です。今年の春から社会人ですが、きっと心の中に、

この高齢者達の思いがきちんと伝わっているのではないかと思います。この自分史という

事業はお金をかけないで、このような縦の関係を私達がしっかりと作っていくことができ

ます。そして、一つの家族を作ることができます。島の中で「何々ちゃん」と呼び合える
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関係性を作ることができるのです。もうすごいのです。スーパーで会ったら「何とかちゃ

ん」とかお互いに呼び合っています。家族機能がここにできています。 

 これは新聞記事ですけれども、自分史づく

りで世代間交流をしていくことにも地域通貨

のタイムダラーを活用しています。タイムダ

ラーの理念は「交流を通じて信頼性をはぐく

み、お互いに支え合う地域の新しい形を目指

す」というもので、自分史づくりの理念にも

合っています。アメリカ・マイアミのタイム

ダラーをなぜ導入したかというと、アメリカ

は移民の国なので、マイアミの所得の低い人

達はお金を使わずに、タイムダラーでお互い

に助け合っているそうです。一方、島の人達には「申し訳ない。気の毒な」という気持ち

があって、「助けて」と簡単には言えないのです。それでお互いに助け合う新しい地域を目

指そうとしていました。ちょうどその当時、ヘロン久保田さんという方が愛媛県に地域通

貨タイムダラーを広げていこうとしており、私達の関前もタイムダラーに取り組んだわけ

です。 

 写真が実際の地域通貨「だんだんチップ」

です。「だんだん」というのは「ありがとう」

ということです。これはお金でなく、30分間

何かをしてもらった時に 1 枚を渡すというも

のです。弁護士さんであっても、おばちゃん

であっても、30 分間何かをしてもらったら 1

枚渡します。おばあちゃんに草むしりをして

もらっても 30分間で 1枚です。能力差ではな

くて助けてもらった時間に対して渡すという

もので、皆さん同じ「だんだん」の会員、お

互い様の会員、お互い様の地域に集うという

考え方です。 

 右図がだんだんの会員カードです。車で運

んでもらう、モーニングコールをしてもらう、

猫さんやワンちゃんを飼っているのだけど東

京に出張するので見てもらう、ベビーシッタ

ーをしてもらう、簡単なものを直してもらう、

パソコンの操作をしてもらうなどのサービス

メニューが書かれています。 
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地域通貨は病気で倒れたときに助けてもらったことから、エドガー・カーンという先生が

アメリカのマイアミあたりで始められたそうです。移民の国で助け合うシステムを作ろう

ということから始まっています。日本人、特に島では「助けて」と言うのが苦手なので、

これ 1 枚で「お互いさまよね」として助け合うしくみを作りたいというのが、私達の行っ

てきた活動でもあります。 

 そういうことで、「だんだん」によって、写真のようなサロンができて、高齢者から子供

達まで一つの家族として、サロン活動などを展開しております。ここは「きないや」とい

う民家を改修して作った皆がくつろげる寄り場です。特に、介護予防は厚生労働省が昨年

の平成 29年から介護保険の総合支援事業の中で「これからは、いかに介護予防の充実の視

点をしっかりとやっていくか」ということを言っており、いろいろな社会福祉協議会でも 3、

4か所ほどサロンができました。今、そこに力を入れています。 

 

縁側サロンというか、高齢者の居場所づく

りをしっかりしながら、閉じこもり予防や。

仲間作りなどをしっかりやっていきたいと思

っています。 

 これが関前の島の風景です。20年ぐらい前

にはこのように、小学生もいたのですけれど

も、今は 2 人になりました。どちらかという

と島の人口よりも猫やイノシシの数の方が多

くなって、島に人がいなくなってしまいまし

た。その中で地域おこし協力隊の人達が頑張ってくれています。島に 3 人の地域おこし協

力隊が奥さんや子供達を連れてきてくれて、島を活性化していこうとしています。 
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 これは 25年ほど前の写真です。今は運動会

もなくなりました。この運動会の復活をどう

するか。それとお祭りが問題です。お神輿
み こ し

を

担げないという大きな問題があります。9 月

23日に秋祭りがありますが、今は「しましま

サロン」に来てくれている広島国際大学の学

生達が神輿を担ぎにだけに来てくれており、

共に地域の文化を継承していただいています。

もう一つは2月17日に海祭りという海祈祷
き と う

が

鎌倉時代からあります。こちらにも以前英語

の教員としてニューヨークから来ていただい

ていたシネル・フリィツプさんという方が毎

年来てくれております。ということで、今は

島の人達だけでなく、このように島外の人達

も島の文化を継承してくれています。 

祭りの時は、学生達がお手伝いをしてくれ

ています。これは神戸学院大学の学生さんで

す。学生達は実習の中で 1 か月間、民家を借

りて島で生活をしています。このように住民

と共に島の暮らしを学ぶことが、すごく大事
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です。今、彼女は NPOに参加して、海外で活躍しています。このようなことがきっかけに

なりました。 

 

 福祉の視点で私達が活動をしているという

ところをご紹介します。この実習生は小大下

島で 1 か月間お世話になって、最後にライブ

をやってくれました。そして、ギターを持っ

て 1 軒 1 軒歌って回りました。そして、島の

人達が見送ってくれたということです。ここ

には松橋さんという自治会長がいて、そのお

宅にホームステイをしていたのですけれども、

1週間ぐらいで、「もう、こいつら帰ってくれ。

酒ばっかり飲んで困るわ」とか言っていたの

ですけれども、何とか 1 か月間の実習を終えて、今、彼はこの実習を機に大手の企業に就

職したそうです。このように実習の体験が良かったということでもあります。 

 今日は用意してきた資料が過疎地の内容でしたけれども、離島、特に関前を中心にお話

をさせていただきました。 

中山間地域の事例としては、道後温泉の隣に

玉川鈍川温泉があります。ここは中山間地域

で、お猿さんが出て来るとか、イノシシがう

ろうろしているような地域です。私達はその

過疎の状況の中で地域住民の拠点がなくなっ

て困っているということを住民座談会でキャ

ッチしました。特に店が閉鎖して JAのスーパ

ーがなくなり買い物ができないという大きな

問題が出てきたということです。このことは

「地域を活性化させるためにどうしら良いのか」と言うことでもあります。私達はそこを
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何とか支援をしていこうということで、まず、サロンを立ち上げて学生さんを受け入れる

とか、若い人に来てもらおうということになりました。 

それで、平成 17 年にスーパーがなくなり、

拠点がなくなったということから、平成 20年

にサロンを立ち上げました。ここが JAの鈍川

店だったのですけれども、これが閉鎖してど

うしようもなくなったということから、サロ

ンをしてくれていた 15 人の女性の世話人さ

んが 2 万円ずつ出資し、30 万円で、「ふれあ

い茶屋」を作りました。 

 

 これが「ふれ愛茶屋」のオープンの写真で

す。ここは男性を大事にするサロンです。な

ぜかというと、JA の支店がなくなったので、

男性の寄り場がなくなりました。JAの支店は

農作業をしている人達が肥料を買いに来たり、

情報交換をしたりするたまり場だったのです。

そこで、男性にもここに来てもらおうという

ことです。 

これがスーパーで、これがレストランです。

週 3回、火曜日、木曜日、土曜日に「ふれ愛茶屋」をオープンしています。 
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 このおばちゃん達は新聞などいろいろなマ

スコミに取り上げられて有名になっています。

そのおばあちゃん達は「まんてん焼き」とい

うオリジナル商品を作りました。これは川崎

医療大学の学生さん達です。ふるさと料理な

どを学びながら、住み込み実習をしています。 

学生達がここで実習をして、「毎日型のサロ

ンが必要でないか」ということを提案してく

れました。それを受けて毎日型のサロン「ふらっとほっと」がオープンしている様子です。 

 

 この「鈍川ふれあいサロン」ですが、福祉

的には次の機能を意識して行っています。住

民ニーズの発見機能。それから総合相談につ

なぐ相談連結機能。そして専門相談への対応

や支援活動のための介入機能などです。地域

のスタッフ達は地域住民のことを良く知って

います。「あそこのおばあちゃんが最近退院し

てきた」とか、「入院した」とか。「詐欺にあ

っているのではないか」とか。また、「若いお

兄ちゃんがずっと来ているよ」とか、「あそこ

は危ないよ」とか言ったように。ここはすごい情報の拠点になっています。そして、政策
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や制度の改善への提案に繋がっています。 

ここには市長さんが来ます。なぜ来るかというと、「しまなみ海道」はサイクリストの聖

地です。サイクリストの街づくりとして市長さんが月に 1 回、鈍川温泉までトレーニング

に来て、ここでお茶を飲んで帰るのです。 

 活動して良かったことは、地域のふれあい

の場ができ、いろいろな人に出会えた。その

ことで自分達も元気になれた。若い人達も参

加していただき、交流に繋がったということ

です。 

 今、聖カタリナ大学と共同事業を行ってい

ます。フットケアや介護の先生方に入っても

らっての介護予防を行っていただくなど若い

人達と地域が連携しているのです。そこを私

達が支援していくという形です。これはカタ

リナ大学のユニフォームですけれども、大学生も自分達の大学をアピールしているという

ことです。このような活動もしています。 

 

地域福祉的に考えた時に、高齢者の中で要援護の人達をどのように支援をしていくか、

私達、専門職だけでは解決できないので、地域住民に参画していただくということがすご

く大事だと思っています。ここはレジュメにも付けさせていただきましたけれども、住民

からの提案に対して、私達専門職がいかにキャッチボールをしながら充実させていくか、

地域福祉活動に繋げていくかというプロセスをここに触れさせていただきました。 
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 それと、これは今治の商店街のど真ん中です。パチンコ屋を改造して「ほんからどんど

ん」という拠点ができております。ここの奥にサロンがあります。子供のサロンと高齢者

のサロンもあります。商店街の組合の人達が中心になって、新しい拠点、サロンを作り、「新

しいコミュニティをどのようにしていけば良いか」を考えています。「しまなみ海道」がで

きて、今治港の辺りはもう島に行く船があまりありません。「そこをどのようにしていくか」、

商福連携ということでも私達と考えています。 

 

 最後に次のようにまとめさせていただきま

した。生活課題の把握をして、ふれあいサロ

ンのような組織化をしていって、島では地域

おこし協力隊の人達と新しいコミュニティを

構築して、学生達にもどんどん入ってきても

らう。今、島に定住してくれた成田さんは新

しい農業を始めています。ロバを飼って肥料

を作り、農業機械を使わないでロバに雑草を

食べてもらいながら、農薬を使わない循環型

農業の実践を行っています。また、成田さんは新しい住民としてのマネージメントを行っ
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てくれています。福祉文化の醸成と次世代の地域福祉活動への参加というようなことです。 

 島には社会資源がありません。それを新し

く 0 から 1 を作り出す活動。さきほどの「ふ

れ愛茶屋」のようなサロンなどです。また、

島の高齢者は災害をすごく気にしながら生活

をしています。そこで、災害に強い福祉のま

ちづくり。ヤングオールド、65歳の人達が 75

歳、80歳、後期高齢者を支えていく。次世代

の子供達が安心して生活できる街づくり。排

除から包摂していく地域づくり。そのような

制度の狭間を埋める、しみいる地域づくり活動。最後に観光なども大事ですけれども、福

祉でのまちづくりということも、すごく大事に考えていきたいと思っております。 

 すごく雑ぱくな報告になってしまって申し訳ないのですけれども、私の生まれ育った関

前のフィールド、それから合併した後に、私が中山間地域の支部長を体験させていただき、

今は今治福祉社協の地域福祉課長ということで、16 万 4 千人全ての地域福祉を支援してい

く立場での報告とさせていただきました。 

 ありがとうございました。 

 

［本城］ 

ありがとうございました。今、島崎様から関前を中心とした離島と内陸部の玉川地区を

中心とした福祉活動について、お話をいただきました。皆様からご質問等をお願いしたい

と思います。 

 

［原様］ 

 香川大学の原です。どうもありがとうございました。お話の中で、しばしば大学が巻き

込まれて行っているのが、とても印象的だったのですが、どういう経緯でいろいろな大学

が巻き込まれて行ったのか、そこを教えていただきませんか。 

 

［島崎］ 

 はい。このままではこの島々が無人島になってしまう、忘れられていく島になってしま

うということで、やはり若い人達に島の魅力を伝えていかなければならないと考えたのが 1

点。それと、福祉の学生は社会福祉実習として 1か月間、現場に行かなくてはなりません。

社会福祉の立場の私からすると、この実習は通うのではなくて家を借りての滞在型の方が、

学生達が島の人達と共に暮らしていく中で、地域の理解を深め、地域住民も生活に張りが

出ると考えたのがもう 1 点です。このような滞在型の実習は日本で初めてではないかと思

っています。 
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島の人達が来てくれて実習成果を発表するのですが、その時に提案するのですね。「実は、

こういうものがあったら良いのではないか」と。今回も「伝言板を作って、島の人が困っ

ていることを皆で聞くようにすれば良いのではないか」とのアイデアを出してくれました。 

実習の後でも、玉川鈍川の「ふれ愛茶屋」に行った川崎医療大学の学生が「彼氏ができ

たら連れてきたい」とか。また、悩み事があったら「ふれ愛茶屋」の人に電話をしている

のです。要は関係性ができているということです。 

きっかけは次の時代の島の活性化、活性化というところまでいかないにしても、どうや

って文化を残して行くのか。それと学生にとってみれば、島の暮らしとか、知恵がとても

大切な財産なので、それを伝えて行くという、そこをマネージャーとしての役割を果たす

ことが大事と思っています。 

私は 15年ほど前に広島国際大学の大学院に行かしていただき、広島国際大学との関係が

できました。今、聖カタリナ大学に非常勤講師で行かしていただいており、そういった面

でも大学との連携がやり易いということもあります。 

実習は学生にとってもすごく勉強になりますし、島の人が元気になります。「今年も神輿

をかけたね」とか。本当は神輿にタイヤを付けて転がしているのですが。神輿をかけない

地域というのは悲しいですね。「それだけでも、すごく活性化になったのかなあ」と思って

います。順序立てた返答にならなかったようですけれども。 

 

［本城］ 

 その他にございませんか。 

 

［北尾様］ 

 香川県水産課の北尾と申します。よろしくお願いします。今、お話を聞いていますと、

島嶼部や過疎地の方が人と人との触れ合いがものすごく濃くて、特にお年寄りなどは生き

がいを持って生き易いのかなという気がします。一方、高齢者で問題になるのは医療費や

認知症などですね。全国平均と比べて、特に島嶼部の医療費が安いとか、平均寿命が延び

るとか、そのような傾向があるのでしょうか。 

 

［島崎］ 

 伯方島などは要介護認定率が低いですね。島は社会資源が少ないので介護保険料の多少

を言う時には気を付けないといけませんが。認知症については、小大下島などは少ないで

すね。「認知症になる暇がない」と言うのですよ。朝から夜まで全部自分でしなければなり

ません。朝ごはんを作らないといけない、畑に行かないといけないとか、自分の役割がし

っかりあるのと、自治会の参加や、老人クラブなどでの役割がしっかりしているのです。

ぎりぎりまで、ここで生活したいというので、やはり AND（Activities of Daily Living 日

常生活動作）の自立度が高いと言われています。 
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 生活の中では必ず畑に行きますので、それだけでも運動量になっていると思いますし、

もう少し調べてみなければならないのですが、「高齢者の自立の違いというものがあるのか

なあ」と思っています。それと、拠点がすごく大事だと思います。田舎の人でも喋らない

人は喋らないので、このような拠点を意識していくということが大事だと思っています。 

 

［一井様］ 

 香川大学の一井です。先ほどのお話の中で移住者が出てまいりましたけれども、聞いて

いるところによると移住者は定着率が低いとか、いろいろあるようですね。定着率の向上

や移住者のいろいろな課題に対してどのようなことをされているのでしょうか。 

 

［島崎］ 

 はい。ありがとうございます。実はここのカフェを立ち上げた成田さんという方のこと

ですが、成田さんは 3 年間市の職員として給料をもらいました。そのあと、どのようにし

て生活をして行くか。要するに経済的な基盤です。以前、成田さんは東京で小さな会社を

経営していたので、その当時 4千万円ぐらいの所得があったのが、今は 1/10になったそう

です。その成田さんは自分達でこのようなカフェとか、体験型の農業や宿泊施設をやって

おります。「経営基盤がしっかりできていないと、島では生活が成り立たない。それをきち

んと計算ができて、やれるだけの力があるかどうか」ということをいつも言っています。

今、成田さんの後を追って地域おこし協力隊が 3 人来ていますけれども、そのことを彼が

いつも言っています。それと彼は自治会長になったり、消防団の団員になったりしていま

す。このように地域活動にしっかりと参画しているかどうかということ。すなわち地域住

民との交流がないとなかなか受け入れてくれないということがあります。このように、経

済的に成り立っているということと、島人になれるかどうかということが大切ではないか

と思っています。 

今のところこの島に限っては、かなり覚悟をして来てくれている人達なので定着してい

るようです。ただし、「しまなみ海道」の大島とか、伯方島、大三島などは帰っているよう

なので、「このような小さな島に覚悟を決めて来られる方が定着するのかなあ」と思います。

それと今、玉川地域の鈍川の方にも若い人が来てくれています。そこで新しい農業をやっ

たり、炭焼きをやったりしています。そのキーワードは奥さんではないかと思います。旦

那さんよりも奥さんが地域のコミュニティを好きになってくれたら定着率が上がります。

私個人の感想ですが、ご夫婦で来ていて、奥さんが「この地域が大好きよ」という方の定

着率がとても高いと思います。 

 

［本城］ 

他にございませんでしょうか。 

では、私からの質問ですが、最近、関前に訪問客あるいは観光客が増えてきているとい
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うようなことはありませんか。 

 

［島崎］ 

「しまなみ海道」の今治と尾道は観光客がどんどん増えています。「しまなみ海道」はサ

イクリストの街づくりとして、愛媛県知事が台湾などにセールスに行くなど県を挙げて取

り組んでおります。一方、こちらの「とびしま海道」はまだまだです。御手洗や上蒲刈島

の藻塩などが全国放送されたりもしているのですが、まだ観光ルートにはなっていません。

このため、「ここでカフェをやっても稼げません」とはっきり言われました。「しまなみ海

道」の方なら「カフェで稼げて飯が食える」そうです。今、道後温泉が女子旅ですごく人

気なので、尾道から「しまなみ海道」に入ってくる観光客が増えているようです。 

 

［本城］ 

 ありがとうございました。他にございませんでしょうか。 

 

［多田様］ 

 地域通貨「だんだん」のことをもう少し詳しく知りたいのですけれども、おばあちゃん

が病院に連れて行ってもらって現金ではなく「だんだん」を若い人に渡すと、もらった人

はその「だんだん」をどのように使うのですか。 

 

［島崎］ 

 地域通貨というものは最後にお金に交換できたりするのですけれども、関前の場合は助

け合いということを目的にしています。500円ほど出して会員になって、地域通貨を用いて

ボランティア活動を一生懸命やってもらいます。地域通貨が貯まれば、それをまた一生懸

命使うという、地域の交流ということを目的として行っています。本来だったら、地域通

貨を貯めたら商店街で安く物を買うことができるなど地域通貨に対する何らかの対価があ

ると思うのですけれども、関前の場合はそれが難しいので、1年間終わったらマイアミにあ

るタイムダラーの本部から感謝状をもらうという、それだけの事にしています。 

ですから、「だんだん」によって、困った時にはお互い様ということで助け合う形にして

います。とは言っても、これが 5 年間の実験だったのですが、なかなかすっきりしません

でした。しかし、この精神が「きないや」や「サロン活動」に繋がっていると思います。

要は「お互い困ったときはお互い様ですよね」ということです。田舎のおばあちゃんは若

いお嫁さんによけいな事を言ったり、嫌なことを言ったりするのだけれども、そうではな

くて「困ったときはお互い様だから優しくしてあげようね」とか、「お互いが家族になろう

ね」と言う、どちらかというとそっち系のツールとして、要は家族を作っていくようなツ

ールでやっていました。 

年金暮らしの人は金銭的な面もあって、こういうものがあれば安心して老後もお互いに
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助け合えるのではないかというのが、本来の地域通貨の「だんだん」ですが、実験として

行ってみたものの、なかなかそこまではいきませんでした。一時、地域通貨が全国的にブ

ームになりましたけれども、今は下火になっていますよね。でも、この精神はすごく大事

だと思います。今では島の助け合い文化というものがお葬式とか冠婚葬祭だけになり、こ

ういったメニューはあまりないですよね。要は地域通貨の実験を通じて、お互いの助け合

いを広めたかったということです。 

地域通貨のおかげで、意外な出会いや意外な関係性ができました。僕もまさか、朝 4 時

に起こされたおばあちゃんとこんなに仲良くなるとは思いませんでした。これはエピソー

ドですけれど、そのような人間関係を作るものはなかなかないですよね。このように地域

通貨の実験を行ってみて良かったと思っています。 

 

［本城］ 

 もう少し時間が余っております。どなたかありませんでしょうか。 

 

［大西様］ 

 大西です。お世話になります。サロンの考え方について一つ教えて下さい。私はサロン

が集う場ということで、とても重要な役割を果たすと思います。しかし、ただ集うという

ことの上に、活躍するという役割がそこに付け加わらないといけないのではないか思って

います。主催する人達には役割があると思いますが、では、住民の方々、特に後期高齢者

の方々がそこに集って、お話をして、はい帰ります、それもとても大切なことではありま

すが、その上をめざすということで、何か島崎さんのお考えがあればお聞かせ下さい。 

 

［島崎］ 

 鋭い質問をどうもありがとうございます。まさしくそういうことですね。役割というこ

とが非常に問われるのではないかと思います。女性達は何となくお茶を飲んでワイワイで

きるのですが、男性達に参加していただくためには役割がなければ難しいのです。ですか

ら、このサロンでは男性達に役割をお願いしています。ここの女性は鋭くて、役割がない

と男性が来ないということを分かっているので、リーダーが高齢者や男性の全てに役割を

お願いしています。鍵を開けてもらうとか、得意なことを指導してもらうとかです。この

ことが自然体で行えているのが、素晴らしいと思います。 

 それと、今、この人達は結構配当金があって儲かっています。「お金って大事だなあ」と

思います。年金だけの生活の中で、ただ地域で楽しむというのではなく、それが何か役に

立っていく、さっきの写真に 100 円市が出てきましたが、儲けるほどでなくてもそういっ

たものが大事ではないかと思います。 

もう一つは若い人に伝えるということです。特に男性は女子学生が来ると元気になって

一生懸命に教えています。おばちゃん達も男子学生が来ると元気が出ます。これも役割で
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すね。今までの地域の大事なものを伝え繋げていくということが大事です。また、儲ける

まで行かなくても、これらの活動のための金をどうしていくのか。こういったことが、地

域が輝いていくということでもありますし、人がたくさん来てくれるということに繋がり

ます。 

高齢者達にインタビューをすると「まさかこんなに県外の人と話すことになるとは思わ

なかった」とよく言われます。それと「同じ玉川鈍川に住んでいる人とこんなに深い話が

できるとは思わなかった」と言われます。地域の人達であっても知っているようで、知ら

ないということなのですね。この関係性を作るということがすごく大事だと思います。85

歳の方と 65 歳の方とは、すごく年齢差がありますよね。この年齢差を超えて話している。

それだけでもすごいことではないのかと思います。また、男性が後ろの辺りで一生懸命お

手伝いをしており、その前で「お父さんの理解がなければ来ることができないので、お父

さんに感謝しています」と女性が言っていました。そのような感じですかね。ちょっとお

答えにならなかったかもしれませんが。 

 

［本城］ 

 どうも島崎様、ありがとうございました。 


